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内容の要旨および審査の結果の要旨

Epstein-BarrVirus（EBV）初期遺伝子BZLF1遺伝子にコードされるＺタンパクは，細胞性転写

調節因子であるＡＰ－１ファミリーとりわけＦＯＳタンパクとの間に，そのアミノ酸配列において高い相同

性を有する。本研究ではZタンパクの構造と機能をＦＯＳタンパクと比較検討するために，Ｚタンパクおよび

ＦＯＳタンパクの融合タンパクZEosタンパク発現プラスミドを作製し，その機能につきＺタンパクおよび

ＦＯＳタンパクと比較検討した。

結果は以下の如く要約される。

１．ZFosタンパクはZタンパクおよびＦＯＳタンパクと異なり細胞内にZFosタンパクと異種二量体を形成

し転写活性化能を有する細胞性因子の合成を誘導することにより，外因性Junタンパク非存在下にウイ

ルスプロモーターからの転写を活性化した。

２．ZFosタンパクが外因性Junタンパク非存在下に転写を活性化するため，また，Ｚタンパクが転写を活

性化するためにはプロモーター内にエンハンサーとして複数のTPA応答配列（TPAresponsiveel-

ement，TRE）などのDNA結合配列が必要であった。しかし外因性Junタンパク存在下では，ＦＯＳタ

ンパク同様１個のTREを含むプロモーターからの転写を活性化した。

３．ZFosタンパクが外因性Junタンパク非存在下に，またZタンパクが転写を活性化するためには，ＦＯＳ

タンパクには欠失したZタンパクのDNA結合領域のN末端側37アミノ酸が必須であった。

以上の結果よりＺタンパクのDNA結合領域のN末端側37アミノ酸は，Ｚタンパクが同種二量体を形成し

転写を活性化するために必須な領域であり，この領域をＦＯＳタンパクに付加することによりＦＯＳタンパク

が外因性Junタンパクの非存在下に転写を活性化するという特殊な機能を獲得することが判明した。

本研究は，ＥＢＶの転写因子であるＺタンパクの研究のみならず，細胞性転写因子であるＡＰ－１ファミ

リー全体の転写制御機構を解明する上で寄与するところの大きい論文と評価された。
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